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ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
人
権

７　  広報にちなん令和６年３月

○
ア
イ
ヌ
民
族
と
和
人

　日
本
人
は
単
一
民
族
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
日
本
に
は
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ

民
族
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
い
ま
す
。
ア

イ
ヌ
民
族
と
は
、
日
本
列
島
北
部
周
辺
、

主
に
北
海
道
を
中
心
に
先
住
し
て
い
た

人
々
の
こ
と
で
す
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
狩
猟
を
行
い
、
独

自
の
衣
服
・
住
居
・
言
語
な
ど
を
持
ち
、

ま
た
「
イ
オ
マ
ン
テ
」
と
呼
ば
れ
る
儀

式
な
ど
、
固
有
の
文
化
を
持
っ
て
暮
ら

し
て
き
ま
し
た
。

　ア
イ
ヌ
民
族
に
対
し
て
、
日
本
語
を

母
語
と
す
る
大
半
の
人
々
の
こ
と
を
、

「
和
人
」
ま
た
は
「
大
和
民
族
」
と
呼

び
ま
す
。

　ア
イ
ヌ
民
族
の
祖
先
は
、
旧
石
器
時

代
か
ら
縄
文
時
代
の
人
に
遡
り
ま
す
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
狩
猟
や
採
集
を
生

業
と
し
、
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
、
「
ア
イ
ヌ
文
化
」

と
言
い
ま
す
。

○
国
の
同
化
政
策

　か
つ
て
「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば
れ
た
地

域
は
、
明
治
２
年
に
「
北
海
道
」
と
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
当
時
の
日
本
政
府
は
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
の
土
地
を
奪
っ
て
和
人
に
与

え
た
ほ
か
、
狩
猟
を
禁
止
し
農
業
中
心

の
生
活
に
変
え
さ
せ
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ

の
文
化
や
習
慣
を
禁
止
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
教
育
の
場
な
ど
で
ア
イ
ヌ
語
の

使
用
を
禁
じ
、
日
本
語
を
使
う
こ
と
を

強
制
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
和

人
化
す
る
政
策
を
「
同
化
政
策
」
と
呼

び
ま
す
。
和
人
た
ち
は
、
ア
イ
ヌ
民
族

を
「
旧
土
人
」
と
呼
び
、
差
別
し
ま
し

た
。

○
ア
イ
ヌ
政
策
を
め
ぐ
る
動
き

　同
化
政
策
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
の
人
々

は
生
活
の
基
盤
や
独
自
の
文
化
を
失
い
、

ア
イ
ヌ
の
伝
統
や
文
化
は
消
滅
の
危
機

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
法
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

●
平
成
９
年

：

「
北
海
道
旧
土
人
保
護

法
」
の
廃
止
、
「
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法

（
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ

の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び

啓
発
に
関
す
る
法
律
）
」
の
制
定

●
平
成
19
年

：

「
先
住
民
族
の
権
利
に

関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
の
採
択

●
平
成
20
年

：

「
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住

民
族
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
」
の
採
択

●
令
和
元
年

：

「
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法

（
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
）
」
施
行

　こ
の
よ
う
な
法
整
備
な
ど
が
行
わ
れ

た
現
在
で
も
な
お
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ

の
誤
っ
た
認
識
な
ど
か
ら
、
偏
見
や
差

別
は
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
ア
イ
ヌ
の
歴
史
や
文
化
な
ど

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
差

別
や
偏
見
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
等
】

・
香
川
県
さ
ぬ
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　『
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権
問
題
』

・
（
公
財
）
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
財
団
著

　『
ア
イ
ヌ
民
族
歴
史
と
現
在
〜
未
来

　
　
　
　を
共
に
生
き
る
た
め
に
〜
』

○
第
12
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」

■
日
時
　
３
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

■
会
場
　
日
南
町
美
術
館

■
申
込
　
３
月
８
日
（
金
）
ま
で

　グ
ル
ー
プ
で
美

術
作
品
を
鑑
賞
し
、

印
象
や
感
じ
た
こ

と
を
グ
ル
ー
プ
内

で
話
し
合
い
ま
す
。

感
性
の
幅
を
広
げ
、

他
者
を
理
解
す
る

力
や
多
様
性
を
受
容
す
る
こ
と
を
学
び

ま
す
。
当
日
は
美
術
館
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。
入
館
料
は
不
要
で
す
。

○
３
月
の
人
権
・
行
政
相
談
所

■
日
時
　
３
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　人
権
や
行
政
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

を
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
が

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

わ
じ
ん

ど
う
か

【
お
知
ら
せ
】


